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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

広報田辺　令和元年 11月号・目次

　今月の表紙は、植芝盛
平翁のお墓を手入れして
いる五味田由紀子さん。月
に2、3回はお墓の周りを
掃除したり、お花を入れ替
えたりしているそうです。

合気道とは
02 目次・特集「合気道開祖・植芝盛平翁

没後 50周年を迎えて」

08 トップニュース
生涯学習フェスティバルを開催します/市税に対
するご理解と納期限までの納税をお願いします

14 情報ボックス
安川渓谷トレッキングを開催します /住宅耐
震診断等の補助をします

20 相談日程等

22 みんなの広場

26 みんなの彩時記
商店街が歩行者天国に紀南の魅力が集結／芳養
で秋祭り各町内会がのぼりを奉納　ほか

　

幼
い
頃
か
ら
武
道
に
励
み
、
19
歳
で
修

行
の
旅
に
出
て
各
種
の
武
術
遍
歴
を
重
ね

つ
つ
独
自
の
武
術
を
確
立
し
た
植
芝
盛
平

翁
。
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
年
）
に
『
合

気
道
』
と
名
付
け
、
国
内
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
中
に
そ
の
名
を
広
め
、
昭
和
44

年
（
１
９
６
９
年
）
に
田
辺
市
名
誉
市
民

の
称
号
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
年
は
そ
ん
な
翁
の
没
後
50
周
年
。
こ

の
機
会
に
改
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
合
気
道

や
翁
の
歩
み
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

★
植
芝
盛
平
翁
顕
彰
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係
）

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１

　

合
気
道
は
、
植
芝
盛
平
翁
が
日
本

伝
統
武
術
の
奥
義
を
究
め
、
さ
ら
に

厳
し
い
精
神
的
修
行
を
経
て
創
始
し

た
現
代
武
道
で
す
。

　
合
気
道
は
相
手
と
い
た
ず
ら
に
強

弱
を
競
い
ま
せ
ん
。
入
身
と
転
換
の

体た
い
捌さ
ば
き
と
呼
吸
力
か
ら
生
ま
れ
る
技

に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

合
っ
て
稽
古
を
積
み
重
ね
、
心
身
の

錬
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
他
人
と
優
劣
を
競
う

こ
と
を
し
な
い
た
め
、
試
合
や
競
技

を
行
い
ま
せ
ん
。

　
合
気
道
の
道
場
に
は
、
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
国
籍
を
問
わ
ず
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
共
に
稽
古
で
汗
を
流

す
こ
と
で
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
す
。

　

翁
の
創
始
し
た
合
気
道
の
継
承
を

支
援
し
、
合
気
道
に
よ
る
心
身
の
錬

成
と
普
及
振
興
を
図
り
、
体
育
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

合
気
会
と
い
う
公
益
財
団
法
人
が
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
約
２
４
０
０
か
所
の
道
場
・

団
体
の
交
流
と
振
興
を
図
っ
て
お

り
、
理
事
長
は
、
翁
の
孫
に
当
た
る

植
芝
守も
り
て
る央
道
主
が
務
め
て
い
ま
す
。

　
合
気
会
が
主
催
す
る
全
日
本
合
気

道
演
武
大
会
は
、
毎
年
5
月
に
日

本
武
道
館
で
行
わ
れ
て
お
り
、
約

８
０
０
０
人
が
演
武
を
す
る
、
最
大

級
の
武
道
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
合
気
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

合
気
道
の
海
外
普
及
は
１
９
５
０

年
代
か
ら
始
ま
り
、
平
成
30
年

（
２
０
１
８
年
）
に
は
世
界
の
約
7

割
に
当
た
る
１
４
０
も
の
国
と
地
域

に
組
織
・
団
体
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
海
外
普
及
の
結
果
、
昭
和
51
年

（
１
９
７
６
年
）
に
国
際
合
気
道
連

盟
（
Ｉ
Ａ
Ｆ
）
が
結
成
さ
れ
、
国
際

大
会
と
総
会
が
4
年
ご
と
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

合気道開祖・植芝盛平翁
没後 50周年を迎えて

特集

世
界
に
広
が
る
合
気
道

公
益
財
団
法
人
合
気
会
の
取
組

合気道本部道場（東京都）
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略年表

　

合
気
道
の
開
祖
植
芝
盛
平
翁
は
、
和
歌

山
県
西
牟
婁
郡
西
ノ
谷
村
（
現
在
の
田
辺

市
上
の
山
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
は
、
決
し
て
武
道
家
に
な
る
よ

う
な
感
じ
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

虚
弱
体
質
で
神
経
質
な
少
年
で
し
た
。
そ

れ
が
、
合
気
道
と
い
う
気
・
心
・
体
の
極

致
と
ま
で
言
わ
れ
る
武
道
を
生
み
出
し
、

今
日
の
繁
栄
を
築
く
の
に
は
、
大
変
な
苦

労
と
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
86
年
の
生
涯
で
、
た
ゆ
ま
ぬ
求
道
鍛
錬

の
結
果
得
た
も
の
は
、「
天
地
人
和
合
の

道
」
で
し
た
。
そ
れ
は
、
体
を
鍛
え
、
技

を
磨
く
こ
と
に
よ
っ
て
気
と
心
を
鍛
え
、

平
和
と
愛
の
力
、
つ
ま
り
真
の
和
を
求
め

よ
う
と
す
る
合
気
の
精
神
で
す
。
翁
は

常
々
「
合
気
と
は
敵
と
戦
い
敵
を
や
ぶ
る

術
で
は
な
い
。
世
界
を
和
合
さ
せ
、
人
類

を
一
家
た
ら
し
め
る
道
で
あ
る
」と
言
い
、

そ
も
そ
も
合
気
道
は
、
勝
ち
負
け
を
決
め

る
も
の
で
は
な
く
、切
磋
琢
磨
を
は
か
り
、

自
己
の
人
格
完
成
を
目
指
す
武
道
だ
と
述

べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
合
気
道
と
は
、

各
人
に
与
え
ら
れ
た
天
命
を
完
成
さ
せ
て

あ
げ
る
羅
針
盤
で
あ
り
、
和
合
の
道
で
あ

り
、
愛
の
道
」
な
の
で
す
。

　
翁
の
道
場
に
は
、
柔
道
家
・
嘉
納
治
五

郎
が
訪
れ
、海
軍
大
学
校
長
の
高
橋
三
吉
、

歌
舞
伎
役
者
の
六
代
目
菊
五
郎
や
作
家
の

中
里
介
山
な
ど
多
く
の
著
名
人
が
門
を
叩

い
て
い
ま
す
。

　
合
気
道
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の

武
道
と
し
て
広
く
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
大

き
く
発
展
を
続
け
、昭
和
63
年（
１
９
８
８

年
）
に
は
田
辺
市
で
第
5
回
国
際
合
気
道

大
会
が
華
々
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
記
念
と
し
て
扇
ケ
浜
公
園
内
に
、
翁
の

銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
翁
を
称
え
、
田
辺
市
で
は

植
芝
家
先
祖
代
々
の
墓
、
盛
平
翁
の
生
家

跡
、
植
芝
盛
平
頌
徳
碑
な
ど
を
保
存
顕
彰

し
て
い
ま
す
。

開祖の教えを後世へ 開祖と武道

一
八
八
三
年

現
在
の
上
の
山
に
生
ま
れ
る
︒

一
九
二
〇
年

綾
部
町
︵
現
・
綾
部
市
︶
に
移
住
︒

肉
体
的
・
精
神
的
修
行
に
励
み
︑

植
芝
塾
を
開
設
︒

一
九
四
〇
年

財
団
法
人
皇
武
会
設
立
︒

こ
の
頃
か
ら
合
気
武
道
と
呼
称
︒

一
九
六
〇
年

紫し
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章
を
受
け
る
︒

一
九
六
九
年

田
辺
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
ら

れ
る
︒

４
月
26
日
5
時
︑
逝
去
︒
こ
の
日
︑

正し
ょ
う
ご
い

五
位
勲く
ん
さ
ん
と
う

三
等
瑞ず
い
ほ
う
し
ょ
う

宝
章
を
受
け
る
︒

一
八
九
七
年

各
種
の
武
術
遍
歴
が
始
ま
る
︒

一
九
一
二
年

北
海
道
開
拓
民
の
団
長
と
し
て
上

湧
別
村
︵
現
・
遠
軽
町
︶
に
入
植
︒

大
東
流
柔
術
の
修
行
に
励
む
︒

一
九
一
五
年

一
九
四
二
年

合
気
道
と
呼
称
︒

岩
間
町
︵
現
・
笠
間
市
︶
に
移
住
︒

一
九
三
一
年

本
格
的
道
場
の
皇
武
館
完
成
︒

一
九
四
八
年

財
団
法
人
皇
武
会
を
財
団
法
人
合

気
会
に
改
組
再
編
成
︒

一
九
六
四
年

勲く
ん
し
と
う

四
等
旭き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

日
小
綬
章
を
受
け
る
︒

　

幼
い
頃
か
ら
武
道
に
励
み
続
け
た
先

生
（
植
芝
盛
平
翁
）
は
、
武
道
界
に
お

い
て
実
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、
独
自
の

武
道
と
し
て
合
気
道
が
完
成
す
る
よ
う

努
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
そ

ん
な
先
生
の
没
後
50
周
年
を
迎
え
、
先

生
に
直
接
稽
古
を
受
け
た
方
は
だ
ん
だ

ん
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
が
道
場
に
入
門
し
た
当
時
、
先
生

は
す
で
に
70
歳
で
し
た
。
座
っ
て
い
る

姿
は
、
年
相
応
の
ご
老
人
に
し
か
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
た
び
道
着
を
着

て
立
っ
た
姿
は
全
く
の
別
物
。
周
り
を

圧
倒
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
放
っ
て
い

ま
し
た
。

和歌山県合気道連盟 副会長
合気道田辺道場 道場長

五味田 聖二 さん

合
気
道
を

　
　

始
め
て
良
か
っ
た

合
気
道
の
教
え
を

　
　
　
　

カ
ナ
ダ
に
も

ポール・ルイス さん
（カナダ在住）

　

先
生
は
、
技
が
盗
ま
れ
、
そ
れ
が
本

当
の
技
で
は
な
く
真
似
事
に
な
る
こ
と

を
お
そ
れ
、
稽
古
を
す
る
と
き
は
大
人

数
の
前
で
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
代

と
と
も
に
技
も
変
わ
り
、
現
在
、
合
気

道
の
技
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
先
生
の
時
代
か
ら
継
承

さ
れ
て
き
て
い
る
技
を
今
後
も
残
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
も
、
世
界
中
か
ら
先
生
の
お
墓
や

道
場
へ
訪
れ
る
方
が
、
年
間
で
何
百
人

と
い
ま
す
。
顕
彰
施
設
も
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
今
後
さ
ら
に
合
気
道
が
持
つ

『
精
神
』
を
引
き
継
い
で
い
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
ね
。

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

高
山
寺
道
場
で
出
会
っ
た
の

は
、
２
人
の
お
子
さ
ん
を
通
わ

せ
て
い
る
お
母
さ
ん
。

　

子
供
た
ち
は
、
他
に
ス
ポ
ー

ツ
は
し
て
お
ら
ず
、
何
か
武
道

を
経
験
し
て
た
く
ま
し
く
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
空
手
な
ど
の
武

道
も
考
え
ま
し
た
が
、
合
気
道

の
よ
う
に
相
手
の
攻
撃
に
対
し

て
防
御
（
受
身
）
を
す
る
方
が

本
人
た
ち
に
は
合
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　

お
母
さ
ん
は
「
普
段
か
ら
と

て
も
大
人
し
い
性
格
で
し
た
が
、

合
気
道
を
始
め
て
、
よ
く
声
が

出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
挨
拶
な
ど
の
礼
儀
や
姿
勢

も
良
く
な
り
、
日
常
の
中
で
も

良
い
影
響
が
あ
り
ま
す
よ
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

稲
成
道
場
で
出
会
っ
た
ポ
ー
ル
・

ル
イ
ス
さ
ん
は
、
以
前
日
本
に
来

た
際
、
合
気
道
に
出
会
っ
た
と
の

こ
と
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
、
仕
事

の
関
係
で
初
め
て
紀
南
地
域
を
訪

れ
た
ル
イ
ス
さ
ん
。
そ
の
際
に
、

合
気
道
と
い
う
武
道
を
知
り
、
合

気
道
田
辺
道
場
の
五
味
田
先
生
を

紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

　

日
本
に
滞
在
し
て
い
た
約
８
年

間
は
も
ち
ろ
ん
、
カ
ナ
ダ
へ
戻
っ

た
後
も
稽
古
に
励
み
ま
し
た
。
数

年
後
に
再
び
日
本
を
訪
れ
て
初
段

の
昇
段
審
査
を
受
け
、
見
事
に
合

格
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　

ル
イ
ス
さ
ん
は
、
カ
ナ
ダ
で
も

合
気
道
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
「
畳

を
30
枚
程
買
っ
て
帰
国
し
ま
し
た
」

と
笑
顔
。
将
来
的
に
は
、
自
分
の

子
供
に
も
合
気
道
を
教
え
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

道
場
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植芝盛平翁顕彰施設パース図

開祖ゆかりの地合気道に触れよう

①②

③④
市内ゆかりの地
①銅像（扇ヶ浜公園）
②生家跡（上の山）
③頌徳碑（市立武道館横）
④記念碑（駅前広場）

【11月 10日㊐】
◇植芝盛平翁を偲ぶ会（植芝盛平翁没後 50周年の法要）
☆ 8 時 30 分～ 9 時 30 分（受付は 7 時 30 分～）
☆高山寺
◇ねんりんピック合気道交流大会
☆ 12 時 30 分～ 14 時 50 分（受付は 12 時～）　
道主特別演武　14 時 50 分～ 15 時
☆紀南文化会館「大ホール」
参加組数　53 組（ねんりんピック 34 組、一般 19 組）

【11月 9日・10日】
◇植芝盛平翁遺品・パネル展
☆９日  13 時～ 19 時、10 日  10 時～ 16 時
☆紀南文化会館「展示ホール」
　市で保管している遺品の他にも、貴重な遺品が展示さ
れますので、是非この機会にご来場ください。

◇和合の間……合気道とは何かを知る
◇翁ゆかりの品
◇合気道体験
◇ライブラリーコーナー……合気道に関する書
籍、翁の映像など
◇「合気道」功績ウォール……日本中に、そして
世界に広がる合気道の歩み
◇「植芝盛平」顕彰ウォール……翁の人生を 3 期

（幼年・青年期、壮年期、晩年期）に分け、その歩
みを解説 他

　外国人の方が、合気道
田辺道場を見学すること
が増えたので、市内ゆか
りの地を絵地図にした生
駒さん。訪れた方には、
お土産代わりにお渡しし
ているそうです。

生駒和歌子さん

日本語と
英語版

がありま
すよ♪

遠軽町
　明治 45 年（1912 年）、翁が率いる
紀州団体 54 戸（80 人余り）が上湧
別村（現在の遠軽町）に入植し、こ
れが村の開基となった。翁は、厳し
い自然条件の中での開拓の傍ら武道
の修行に励み、日本古来の伝統柔術
の流れの中から「合気道」の基礎と
なる部分を確立したと伝えられてい
る。また、翁は 8 年間の上湧別村在
村中、村議会議員として地域の発展
に尽くした。

笠間市
　昭和 17 年（1942 年）に翁が東京から移り住ん
だ土地であり、「武

ぶのういちにょ

農一如」の理想を追求して、こ
の地に修練道場を開くとともに、日本で唯一とな
る合気神社を建立し合気道の一大拠点とした。そ
の後 26 年間この地に在住し、修業の傍ら国内はも
とより海外にも合気道の普及に力を尽くした。

綾部市
　現在の遠軽町に移住していた翁は、
大正８年（1919 年）に父親の危篤の
報を受けて帰郷を決心。その帰途で
旅人から病気回復を祈願してくれる
ところがあると聞き、京都の綾部町

（現在の綾部市）に立ち寄る。そこで
宗教家の出

で ぐ ち

口王
お に さ ぶ ろ う

仁三郎と出会い、人
間の生きる道についての説法を受け、
自らの生きる道を見出した。翌大正
９年（1920 年）には一家で綾部に移
住し、そこで「植芝塾」を開設する。

植芝盛平翁ゆかりの地として
友好都市提携を結んでいる 3市町

植芝盛平翁没後50周年記念事業『植芝盛平翁の故郷を訪ねて』

書と銃
じゅうけん

剣
（市で保管）

昨年の講習会の様子

【11 月 9日㊏】
◇合気道少年の部講習会
☆ 13 時～ 14 時（受付は 12 時 15 分～）
☆田辺市体育センター
☆小・中学生の合気会会員
◇植芝守央合気道道主特別講習会
☆ 14 時 30 分～ 16 時（受付は 12 時 15 分～）
☆田辺市体育センター
☆高校生以上の合気会会員
☆ 2000 円

　植芝盛平翁の故郷である田辺市で、翁の偉業を讃え偲び、その功績を永く後世に伝承するとともに国内
外に発信するために、今年も下記のとおり記念事業を開催します。

　新武道館に併設される顕彰施設では、合気道と翁について知ることができるいくつかのブースが設けら
れます。現在、扇ヶ浜公園内に建設中で、来年秋に完成予定です。

新武道館建設中　植芝盛平翁顕彰施設を併設！


